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はじめに 

　わが国における人口及び疾病構造の変化、療養の場の多様化等を踏まえ、看護基礎教育において

2022年から新カリキュラムが施行された。新カリキュラムでは、コミュニケーション能力や臨床判断

能力等に必要な基礎的能力の強化１）が求められている。Ａ校（３年課程看護専門学校）では、2022年

度新カリキュラム導入するにあたり、教育理念であるWatson２）のヒューマン・ケアリング理論に基づ

いたヒューマン・ケアリングを基盤とし、看護の本質であるヒューマン・ケアリングの意義や重要性

を学ぶことを目的とした「ヒューマン・ケアリングⅠ・Ⅱ・Ⅲ」を各年次に配置した。先行研究３）で

は、「ヒューマン・ケアリングⅠ」を履修した新カリキュラム１年次、旧カリキュラム２年次、３年

次、卒業生を対象にアンケートを実施し、差異をみたところ、学年を経るごとにヒューマン・ケアリ

ングへの認識の向上がみられた。Ａ校の入学生がヒューマン・ケアリングを認識し、実習を経験した

後、どのように認識が変化するのか可視化したいと考え、本研究に至った。 

 

Ⅰ　研究目的 

Ａ校の１年次入学時から後期１月実習経験後までのヒューマン・ケアリングの認識の変化を明らか

にし、新カリキュラムにおける学生への支援について示唆を得る。　 

 

Ⅱ　用語の定義（Ａ校における定義） 

ヒューマン・ケアリング：「人との関係性で成り立ち、自己と他者に愛情をもって、心を込めて存

在する。自己と他者への感受性を磨き、人生や生活すべてについて関心をもつ。敬意をこめて支援す

ることにより、双方の人間的成長をもたらすもの」とする。 

　 

Ⅲ　研究方法及び倫理的配慮 

１　調査対象　　 

2022年４月に入学した１年次93名。高校卒業者とともに社会人や大学卒業者が含まれる。 

 

２　研究方法（データ収集及び分析） 

メールシステムのアンケート機能を使用したアンケート調査。2022年４月及び８月、2023年２月の

計３回実施。設問構成は、Watson４）の著書を参考にし、本内容に精通している研究者（川野氏）の指

導のもと、研究者らが作成したケアリングに関する24項目（図1アンケート結果参照）で、「５いつも

そうである」「４わりとそうである」「３時々そうである」「２あまりそうではない」「１全くそう

ではない」の５段階尺度を用いた。回答時間は５分程度を目安とした。 

データ分析は、単純集計を行い、１年次の４月、８月、２月における変化を分析した。 

 

３　倫理的配慮 

本研究は、事前にＡ校研究倫理委員会の許可を受けた。調査対象者には、研究の趣旨を説明し、回

答の有無にかかわらず学業等への利益及び不利益にならないこと、個人が特定されないこと、紀要等

研究発表としてまとめることについて説明した。また、アンケート回答をもって研究への参加同意と

なる旨を説明した。 

 

Ⅳ　結果 

１）アンケート回収結果　回収数は有効回答数と一致 

４月　回収数85/93名 (回収率91.4％)　　　 

８月　回収数64/93名 (回収率68.8％)　 



２月　回収数66/93名 (回収率71.0％） 

 

 

図１　アンケート結果（4月・8月・2月比較） 

 

Ⅴ　考察 

　４月の入学時から２月までの１年間で平均値を超えたものは、「３相手の希望を尊重」する「４相

手のために、自分のことを一時的に脇におき、誠意をもって専念する」という対象を尊重した態度、

「８親身に相手の話を聞く」「10相手が良いことも良くないことも表現していることを受けとめる」

という傾聴や受容的態度があった。また、「16相手が喜ぶと自分もうれしくなり意欲がわく」「19相

手と関わることで、自分自身が成長できる」「20相手に応じて適切な言葉遣いをする」「21相手との

約束を守る」「22自分に非がある場合は率直に謝罪する」「24常に相手の立場に立って、相手を理解

するようにしている」という相手との相互性をもとに相手の気持ちを慮る行動とともに、「14相手

（患者）の希望に沿った穏やかな環境を作る」といった環境調整にも着目しており、このことから、

看護師を目指す入学時から人への関心が高いことがうかがえ、ヒューマン・ケアリングの授業や実習

経験がこうした資質や関心を促進し、総平均値を上昇させていたと考えられる。加えて、平均値を下

回っているが、４月より２月の方が上昇した項目は11項目あり、1年間の学習を経て、学生に変化をも

たらしていると考える。 

　一方で、平均値を下回り、４月に比較し２月が下降したものは、「６問題を解決する際に、ちょっ

とした工夫をする」「17相手（患者）の微妙な変化を感じることができる」であったが、これは実習

での患者への関わりからその難しさを感じ取った可能性がある。さらに、「１自分の良い感情もよく

ない感情もオープンに表現する」は、４月に比較し２月の上昇は最も大きいものの全ての月で最低値

を示し、自己表現が苦手な一面もみえた。 

この他、４月に比較し２月の上昇が大きかった項目は、「９環境や物品が美的になるようにする」

「14相手（患者）の希望に沿った穏やかな環境を作る」「５必要な時に、許可を得て、相手（患者）

に心を込めて触れる」等があり、学内での学んだ安全で安楽な環境整備やタッチングを意識し、実習

で患者に関わっていたことが推察できる。こうした実践に至るには教員の支援が不可欠だったと考え

る。 

 

Ⅵ　結論 



　総平均値は月を追うごとに増加し、４月の入学時から２月までの１年間で平均値を超えたものは、

対象を尊重した態度、傾聴や受容的態度、相手との相互性をもとに相手の気持ちを慮る行動、環境調

整があったが、一方で自己表現が苦手な面も明らかになった。 

学生のケアリングの経験を尊重し経験を意味づけ、自己表現できるようにすること、学内の授業や

実習経験に加え、教員との関わりや看護師を目指す学生同士の日々の関わり合いもケアリングを促す

プラスの要因となりうるため、教員がロールモデルを意図的に実践することが重要である。 
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